
と
し
て
敏
腕
を
振
る
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

（
愛
媛
県
　
山
本
繁
夫
）

コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
の
酷
寒
で
夜
間
作
業
　 

愛
媛
県
　
山
本
繁
夫
　 

八
月
十
七
日
に
武
装
解
除
を
済
ま
せ
て
ソ
連
軍
の
軍
門
に
く

だ
っ
た
。
雑
嚢
に
新
し
い
軍
足
（
靴
下
）
に
白
米
を
詰
め
込
ん

だ
の
を
二
本
と
乾
パ
ン
二
袋
を
入
れ
、
徒
歩
で
図
們
の
満
鉄
男

子
宿
舎
に
入
り
一
週
間
ば
か
り
過
ご
し
た
。
こ
の
間
は
隣
接
の

陸
軍
病
院
へ
使
役
に
出
て
、
ソ
連
軍
の
血
だ
ら
け
の
包
帯
を
敷

地
内
の
小
川
で
洗
濯
を
し
た
く
ら
い
の
軽
作
業
で
あ
っ
た
。
宿

舎
の
塀
に
沿
っ
て
二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
背
丈
の
ひ
ま
わ
り
が
、

直
径
三
十
セ
ン
チ
く
ら
い
の
大
き
な
花
を
太
陽
に
向
か
っ
て
雄
々

し
く
力
強
く
咲
か
せ
て
い
る
の
を
見
て
、
何
と
男
ら
し
い
元
気

な
花
だ
と
、
敗
戦
に
よ
っ
て
消
沈
し
て
い
た
私
の
心
を
鞭
打
っ

て
く
れ
た
。

翌
日
や
は
り
塀
に
沿
っ
て
何
気
な
く
散
歩
し
て
い
る
と
、
八

セ
ン
チ
と
十
一
セ
ン
チ
の
大
き
さ
で
五
ミ
リ
く
ら
い
の
厚
さ
の

『
日
露
会
話
帖
』
が
、
置
い
て
あ
る
の
か
、
わ
ざ
と
落
と
し
て

あ
る
の
か
、
目
に
つ
い
た
の
で
思
わ
ず
手
に
取
っ
て
見
る
と
、

ド
ー
ブ
ル
ウ
ー
ト
ロ
ム
、
ド
ー
ブ
ル
ベ
ー
チ
ェ
レ
ム
と
か
、
日

本
語
の
カ
ナ
文
字
と
漢
字
で
、
お
早
う
ご
ざ
い
ま
す
、
今
晩
は
、

と
か
書
い
て
あ
る
で
は
な
い
か
。

こ
れ
は
便
利
な
品
が
手
に
入
っ

た
と
内
心
喜
ん
だ
。

私
は
終
戦
を
知
っ
た
瞬
間
、
こ
れ
か
ら
ソ
連
領
内
に
連
れ
て

行
か
れ
、
ソ
満
国
境
の
要
塞
地
帯
の
再
建
設
に
従
事
さ
せ
ら
れ

る
と
思
っ
た
。
ま
た
、
平
岡
正
夫
中
佐
が
部
隊
長
と
し
て
最
後

の
訓
示
を
全
員
に
さ
れ
た
際
に
ハ
ッ
キ
リ
と
、「
こ
れ
か
ら
恐

ら
く
ソ
連
国
で
色
々
な
作
業
を
さ
せ
ら
れ
皆
を
真
綿
で
首
を
締

め
る
よ
う
に
労
働
で
苦
し
め
る
け
れ
ど
、

そ
れ
に
負
け
ぬ
よ
う
、

協
力
し
て
皆
無
事
に
日
本
へ
帰
っ
て
く
れ
」
と
、
懇
々
と
話
し

て
く
れ
た
の
で
、
当
時
十
九
歳
の
私
は
ま
と
も
に
受
け
、
信
じ

て
い
た
。

図
椚
の
宿
舎
か
ら
延
吉
の
飛
行
場
へ
移
り
十
日
ば
か
り
過
ご

し
て
い
る
間
に
、
一
生
懸
命
に
ロ
シ
ア
語
の
会
話
を
覚
え
た
の

で
あ
る
。
延
吉
か
ら
百
キ
ロ
行
軍
と
か
二
百
キ
ロ
行
軍
と
か
言



わ
れ
て
、
毎
日
三
十
キ
ロ
く
ら
い
一
週
間
ほ
ど
歩
い
て
琿
春
を

通
っ
て
国
境
を
通
過
し
た
の
で
あ
る
。
原
隊
に
入
隊
の
た
め
朝

鮮
か
ら
満
領
に
入
っ
た
と
き
は
夜
間
列
車
の
中
で
寝
て
い
た
の

で
、
い
つ
鮮
満
国
境
を
通
過
し
た
の
か
覚
え
て
は
い
な
い
が
、

今
回
は
昼
間
、
砂
漠
の
中
を
歩
く
よ
う
に
、
広
々
と
し
た
曠
野

の
中
の
広
い
道
幅
の
未
舗
装
の
道
路
を
、
二
十
分
も
三
十
分
も

前
か
ら
あ
そ
こ
の
丘
が
国
境
だ
と
教
え
ら
れ
遠
望
し
な
が
ら
、

列
車
の
踏
切
の
遮
断
機
の
よ
う
な
も
の
を
く
ぐ
っ
て
ソ
連
領
に

入
っ
た
。

三
十
分
か
一
時
間
歩
い
て
初
め
て
ク
ラ
ス
キ
ノ
と
い
う
美
し

い
村
、
そ
し
て
海
が
見
え
る
丘
に
て
大
休
止
と
な
っ
た
。
赤
や

緑
に
塗
っ
た
お
伽
話
に
出
て
く
る
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ス
イ
ス
か
知

ら
ぬ
が
内
地
で
は
見
ら
れ
ぬ
玩
具
の
よ
う
な
小
さ
な
建
物
の
部

落
を
通
り
抜
け
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
、
壁
や
門
に
見
慣
れ
ぬ

文
字
が
書
い
て
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
横
文
字
で
あ
る
が
、
学
生
時

代
に
習
っ
た
英
語
と
少
し
異
な
る
。

英
語
と
同
じ
字
も
あ
る
が
、

英
語
と
字
画
の
反
対
の
も
あ
る
。
発
音
も
違
っ
て
い
た
が
、
こ

の
時
初
め
て
、
中
等
教
育
で
は
あ
っ
た
が
両
親
か
ら
教
育
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
恩
を
し
み
じ
み
と
あ
り
が
た
く
思
っ
た
の
で

あ
る
。
ク
ラ
ス
キ
ノ
で
は
、
米
や
乾
パ
ン
に
代
わ
っ
て
九
月
中

旬
に
初
め
て
黒
パ
ン
が
配
給
さ
れ
た
。
大
き
な
一
本
の
パ
ン
を

七
人
く
ら
い
で
分
け
て
食
べ
た
こ
と
を
思
い
出
す
が
、
酸
っ
ぱ

い
味
が
キ
ッ
と
印
象
的
で
あ
っ
た
が
、
二
口
目
か
ら
空
腹
の
せ

い
か
、
と
て
も
美
味
に
感
じ
た
。

美
し
い
丘
、

ク
ラ
ス
キ
ノ
の
村
で
十
日
間
く
ら
い
野
営
し
た
。

や
が
て
貨
物
列
車
に
乗
り
込
ん
だ
。
日
本
の
よ
り
大
き
な
ガ
ッ

シ
リ
と
し
た
貨
車
で
、
中
に
四
十
人
く
ら
い
詰
め
込
ま
れ
た
の

で
窮
屈
な
思
い
出
が
あ
る
。

九
月
下
旬
に
な
る
と
涼
し
く
な
り
、
淋
し
く
な
っ
て
き
た
。

手
持
ち
の
財
産
も
少
な
く
な
り
、
心
細
く
は
な
っ
た
が
、
ま
だ

体
力
は
あ
っ
た
。
戦
友
で
下
痢
し
た
り
し
て
弱
っ
て
い
る
者
も

い
た
が
、
終
戦
後
四
十
日
、
風
呂
も
散
髪
も
な
い
が
、
ま
だ
軽

作
業
く
ら
い
で
重
労
働
と
い
う
ほ
ど
の
も
の
は
な
か
っ
た
。

私
の
所
属
し
た
作
業
隊
の
名
前
は
今
で
も
ハ
ッ
キ
リ
と
覚
え

て
い
る
。
間
島
（
延
吉
）
編
成
の
第
七
大
隊
で
あ
る
。
大
隊
長

は
大
島
中
尉
（
よ
そ
の
部
隊
の
人
で
、
岐
阜
県
の
人
ら
し
い
）

で
、
私
た
ち
の
四
中
隊
長
は
三
宅
正
教
さ
ん
と
い
う
新
任
少
尉

で
あ
っ
た
。
当
時
、
私
は
こ
の
方
の
部
下
で
、
一
緒
に
コ
ム
ソ



モ
リ
ス
ク
ヘ
到
着
し
て
か
ら
も
作
業
に
出
て
、
能
率
の
上
が
ら

な
い
穴
掘
り
の
土
工
作
業
で
、
ノ
ル
マ
が
上
が
ら
ぬ
と
怒
る
ロ

シ
ア
の
監
督
さ
ん
と
私
た
ち
の
板
挟
み
に
な
っ
て
苦
労
さ
れ
て

い
た
お
顔
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

当
時
、

私
は
ち
ょ
う
ど
満
二
十
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
だ
っ
た
。

三
宅
少
尉
殿
も
恐
ら
く
幹
候
上
が
り
で
私
よ
り
二
、
三
歳
年
長

だ
と
思
っ
た
が
、
実
際
は
五
歳
年
長
だ
っ
た
。
コ
ム
ソ
モ
リ
ス

ク
の
収
容
所
は
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
か
ら
二
五
〇
キ
ロ
北
で
、
北
緯

五
十
二
度
で
ア
ム
ー
ル
河
の
流
域
に
あ
る
工
業
都
市
で
あ
っ
た
。

造
船
所
、
飛
行
機
工
場
、
レ
ン
ガ
工
場
、
魚
缶
詰
工
場
、
製
材

工
場
が
あ
り
、
建
設
途
上
の
将
来
性
の
あ
る
町
に
思
え
た
。
当

時
人
口
は
十
万
人
く
ら
い
だ
っ
た
。
日
本
人
の
収
容
所
も
第
一

か
ら
四
ま
で
と
、
郊
外
に
五
、
六
、
七
、
九
収
容
所
と
第
十
一

の
九
分
所
と
中
央
病
院
が
あ
り
、
一
万
人
か
ら
一
万
二
千
人
収

容
さ
れ
、
前
記
の
工
場
と
伐
採
作
業
と
バ
ム
鉄
道
建
設
、
赤
レ

ン
ガ
四
階
建
て
の
ア
パ
ー
ト
建
築
に
従
事
し
た
。

私
は
、
入
ソ
前
の
原
隊
は
重
砲
第
三
連
隊
一
大
隊
本
部
だ
っ

た
が
、
八
月
十
七
日
朝
、
飯
上
げ
に
六
人
で
出
か
け
幕
舎
に
帰
っ

た
午
前
六
時
半
ご
ろ
、
他
の
古
兵
た
ち
は
白
頭
山
を
目
指
し
て

逃
亡
し
た
の
だ
っ
た
。
仕
方
な
く
私
は
一
中
隊
の
蒲
敏
勝
准
尉

（
愛
知
県
出
身
）
の
も
と
に
出
頭
し
て
「
山
本
候
補
生
以
下
六

人
を
面
倒
見
て
下
さ
い
」
と
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
気
持
ち
良

く
「
今
日
か
ら
ワ
シ
の
中
隊
へ
入
れ
」
と
了
解
し
て
い
た
だ
き
、

在
ソ
三
年
の
間
ず
っ
と
お
世
話
に
な
っ
た
。

こ
の
重
砲
兵
三
連
隊
の
一
中
隊
は
本
当
に
関
東
軍
の
精
鋭
の

猛
者
ば
か
り
で
、
中
に
は
相
撲
と
り
も
二
、
三
人
お
り
、
甲
種

合
格
の
バ
リ
バ
リ
で
身
長
も
五
尺
四
寸
か
ら
五
尺
六
寸
と
高
く
、

体
重
十
六
貫
、
十
七
貫
は
ザ
ラ
で
、
中
に
は
二
十
貫
と
い
う
、

ガ
ッ
チ
リ
と
し
た
方
ば
か
り
だ
っ
た
。
私
た
ち
大
隊
本
部
は
初

年
兵
の
現
役
兵
三
人
と
在
満
の
召
集
兵
（
昭
和
十
九
年
十
二
月
）

の
三
人
で
、
い
ず
れ
も
熊
本
県
出
身
者
だ
っ
た
が
、
残
念
な
こ

と
に
、
私
以
外
の
五
人
は
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
の
土
と
な
っ
た
。

同
年
兵
の
幹
候
生
中
平
純
郎
伍
長
（
高
知
県
）

、
下
士
候
志
願

の
越
智
清
一
等
兵
は
つ
い
に
倒
れ
ら
れ
、
召
集
の
吉
田
さ
ん
、

吉
弘
さ
ん
ら
の
優
し
い
方
も
、
二
十
年
の
暮
れ
か
ら
二
十
一
年

の
二
月
に
か
け
て
眠
る
が
ご
と
く
他
界
さ
れ
、
私
は
残
念
で
残

念
で
た
ま
ら
な
か
っ
た
。
一
大
隊
本
部
の
下
士
官
、
川
島
美
夫

軍
曹
や
兜
森
伍
長
、
大
岩
班
長
、
渡
辺
甚
之
助
兵
長
（
岩
手
県



胆
沢
郡
）
が
一
緒
に
ソ
連
で
い
て
く
れ
た
ら
、
あ
る
い
は
中
平

君
、
越
智
君
は
他
界
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
う
。

一
大
隊
本
部
か
ら
一
中
隊
の
砲
手
の
多
い
頑
健
な
体
躯
の
作

業
班
に
入
っ
て
、
昼
間
の
労
働
、
初
年
兵
と
し
て
当
然
の
朝
夕

の
飯
上
げ
、
食
器
の
片
づ
け
、
掃
除
。
私
は
当
時
、
伍
長
の
階

級
章
と
座
金
を
襟
に
つ
け
て
は
い
た
が
、
候
補
生
で
も
後
に
初

年
兵
も
い
な
か
っ
た
の
で
万
年
初
年
兵
だ
っ
た
。
昼
間
の
重
労

働
に
疲
れ
果
て
て
、
夜
九
時
過
ぎ
床
に
つ
い
て
ま
だ
う
と
う
と

し
た
九
時
半
か
ら
十
時
ご
ろ
に
「
夜
間
作
業
呼
集
」「
各
小
隊

よ
り
十
人
ず
つ
」
と
か
の
声
に
起
こ
さ
れ
、「
山
本
よ
、
行
っ

て
こ
い
」
と
誰
か
ら
と
な
く
名
指
し
さ
れ
て
、
服
装
を
整
え
、

忘
れ
も
し
な
い
、
昭
和
二
十
年
十
一
月
上
旬
か
ら
年
末
ま
で
、

昼
間
の
重
労
働
に
加
え
夜
間
作
業
、
石
炭
降
ろ
し
と
レ
ン
ガ
建

て
四
階
ア
パ
ー
ト
建
設
に
、
明
け
方
四
時
か
五
時
、
も
ち
ろ
ん

周
囲
真
っ
暗
、
帰
営
し
て
一
時
間
か
二
時
間
の
仮
眠
だ
っ
た
。

零
下
二
十
度
、
三
十
度
の
屋
外
で
、
十
分
な
食
事
も
な
く
、
不

完
全
な
服
装
で
馴
れ
な
い
土
方
作
業
、
本
当
に
ブ
ッ
倒
れ
そ
う

な
環
境
の
中
で
ス
コ
ッ
プ
を
振
り
か
ざ
し
、
ド
ス
カ
ー
（
板
材
）

の
上
を
タ
ー
チ
カ
（
一
輪
車
）
を
押
し
て
フ
ラ
フ
ラ
と
重
い
レ

ン
ガ
を
二
十
枚
か
三
十
枚
ず
つ
ヨ
チ
ヨ
チ
と
運
ん
だ
あ
の
夜
、

何
日
続
い
た
の
か
。
今
考
え
て
み
る
と
ウ
ソ
の
よ
う
で
あ
る
。

お
粥
の
よ
う
な
食
事
に
マ
ッ
チ
箱
大
く
ら
い
の
小
さ
な
黒
パ

ン
で
、
一
日
何
カ
ロ
リ
ー
あ
っ
た
の
か
。
仮
に
一
八
〇
〇
カ
ロ

リ
ー
摂
っ
て
い
た
と
し
て
も
二
〇
〇
〇
カ
ロ
リ
ー
の
仕
事
（
労

働
）
を
毎
日
し
て
い
れ
ば
、
一
日
当
た
り
マ
イ
ナ
ス
二
〇
〇
カ

ロ
リ
ー
の
消
耗
で
あ
る
。

一
ヵ
月
に
す
れ
ば
六
〇
〇
〇
カ
ロ
リ
ー

の
赤
字
。
入
ソ
当
時
五
十
五
キ
ロ
の
体
が
四
十
キ
ロ
の
体
重
に

な
る
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
ヒ
ザ
と
骨
盤
だ
け
で
、
手
足
は
折

れ
そ
う
な
く
ら
い
、
骨
と
皮
で
あ
っ
た
。
身
体
検
査
で
美
し
い

女
軍
医
に
尻
の
皮
を
つ
ね
ら
れ
、

級
の
判
定
を
何
度
か
受
け
た
。

一
級
か
ら
二
級
へ
、
二
級
か
ら
三
級
へ
、
そ
し
て
三
級
か
ら
Ｏ・

Ｋ
（
オ
ー
・
カ
ー
）
に
な
っ
て
初
め
て
営
内
作
業
の
軽
労
働
に

二
カ
月
く
ら
い
従
事
し
て
、
体
力
が
回
復
し
た
の
は
、
昭
和
二

十
一
年
の
三
月
か
ら
五
月
初
め
の
、
ア
ム
ー
ル
の
結
氷
が
「
ガ

バ
ッ
、
ガ
バ
ッ
」
と
割
れ
る
音
が
聞
こ
え
る
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

先
ほ
ど
も
書
い
た
が
、
そ
の
こ
ろ
、
気
が
つ
い
た
時
に
は
中

平
君
、
越
智
君
、
吉
田
さ
ん
、
吉
弘
さ
ん
ら
が
亡
く
な
ら
れ
て

い
た
の
だ
。
悔
し
く
て
悔
し
く
て
、
あ
ん
な
立
派
な
同
年
兵
を



亡
く
し
て
、

一
緒
に
内
地
へ
帰
る
約
束
を
し
て
い
た
の
に
…
…
。

平
成
二
年
七
月
、（
財
）
全
抑
協
の
第
一
回
墓
参
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
、
ザ
ビ
タ
ヤ
、
ビ
ロ
ビ
ジ
ャ

ン
、
ホ
ー
ル
な
ど
の
墓
地
や
土
饅
頭
の
墓
地
を
岐
阜
の
鈴
木
善

三
様
ら
と
五
十
人
で
墓
参
に
訪
問
し
た
際
、
未
だ
に
凍
土
に
戦

友
が
「
鬼
哭
啾
々
」
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
眠
っ
て
い
た
。
あ
の

コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
の
夜
間
作
業
を
思
い
出
し
、
墓
参
の
と
き
の

土
饅
頭
を
思
う
と
、
私
ど
も
は
こ
の
ま
ま
で
は
死
ん
で
い
け
な

い
と
思
う
が
、
当
時
の
食
糧
、
給
与
の
も
と
で
酷
寒
零
下
三
十

度
の
屋
外
で
の
作
業
は
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
体
験
者
で
な
け
れ
ば

わ
か
っ
て
も
ら
え
な
い
と
思
う
。

因
み
に
、
私
の
い
た
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
五
分
所
は
、
木
造
二

階
建
て
四
棟
に
、
当
初
昭
和
二
十
年
十
月
上
旬
、
ち
ょ
う
ど
千

五
百
人
の
日
本
人
が
い
た
の
だ
が
、
昭
和
二
十
一
年
二
月
に
は

生
存
者
は
千
人
に
な
っ
た
と
覚
え
て
い
る
。
つ
ま
り
死
亡
率
三

三
％
だ
っ
た
。
転
入
転
出
も
あ
っ
た
が
、
昭
和
二
十
三
年
五
月

に
閉
鎖
す
る
と
き
は
七
百
五
十
人
、
二
年
半
で
生
存
者
は
半
分

に
な
っ
た
。

死
亡
率
五
〇
％
と
私
は
ハ
ッ
キ
リ
記
憶
し
て
い
る
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
各
資
料
に
よ
る
と
、
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
地
区

は
当
初
一
万
人
か
ら
一
万
二
千
人
い
て
、
二
〇
％
か
ら
二
五
％

の
死
亡
率
と
な
っ
て
い
る
が
、
私
た
ち
の
五
分
所
は
五
〇
％
の

死
亡
率
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
実
あ
れ
ば
こ
そ
、
戦
争
は
し
て
は

な
ら
な
い
、
こ
ん
な
経
験
は
自
分
の
孫
や
子
に
体
験
さ
せ
た
く

な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

昭
和
二
十
年
十
一
月
だ
っ
た
か
、
今
も
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
の

中
央
に
あ
る
四
階
建
て
の
ア
パ
ー
ト
は
、
私
た
ち
抑
留
者
が
六

ヵ
月
か
ら
一
年
か
け
て
、
四
棟
か
五
棟
建
設
し
た
も
の
で
、
今

で
も
記
念
す
る
か
の
如
く
そ
の
ま
ま
に
立
派
に
残
っ
て
い
る
が
、

こ
の
陰
に
は
、
沢
山
の
同
胞
が
祖
国
を
見
ず
に
望
郷
の
念
に
か

ら
れ
な
が
ら
た
お
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
悲
惨

な
思
い
出
は
自
分
た
ち
だ
け
で
十
分
で
あ
る
。

い
つ
ま
で
も
い
つ
ま
で
も
戦
争
の
な
い
平
和
な
世
界
で
あ
る

よ
う
に
、
た
だ
た
だ
祈
る
ば
か
り
で
あ
る
。

合

掌

生
年
月
日
　
　
　
大
正
十
四
年
九
月
二
十
四
日

出
生
地
　
　
　
　
愛
媛
県
松
山
市
千
舟
町
三
丁
目
一
番
地



学
歴
　
　
　
　
　
愛
媛
県
松
山
商
業
学
校
卒

職
業
（
入
隊
前
）
日
本
電
気
株
式
会
社
総
務
部

 

〃 
（
復
員
後
）
東
急
百
貨
店
　
紳
士
服
売
場

入
隊
部
隊
　
　
　
重
砲
兵
第
三
連
隊
　
第
一
二
一
五
部
隊

終
戦
地
　
　
　
　
東
満
、
間
島
省
　
図
們
街
西
方
高
地

戦
友
会
　
　
　
　
満
州
第
一
二
一
五
部
隊
（
重
砲
兵
第
三
連
隊
）

四
国
戦
友
会
（
昭
五
四
結
成
）

平
成
二
年
七
月
　
（
財
）
全
抑
協
主
催
第
一
回
墓
参
に
参
加

（
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
州
）

（
財
）
全
抑
協
入
会
（
個
人
に
て
）

平
成
八
年
二
月
　
「
愛
媛
シ
ベ
リ
ア
を
語
る
会
」
結
成

平
成
九
年
三
月
　
（
財
）
全
国
強
制
抑
留
者
協
会
愛
媛
県
支
部

設
立

四
月
　
愛
媛
県
慰
霊
祭

愛
媛
県
シ
ベ
リ
ア
抑
留
慰
霊
碑
建
立
委
員
会

設
立

十
二
月
中
旬
　
シ
ベ
リ
ア
抑
留
慰
霊
碑
（
愛
媛
県
松
山
市
）

完
工

【
執
筆
者
の
紹
介
】

山
本
会
長
さ
ん
と
の
出
会
い
は
、
勇
崎
作
衛
氏
の
「
シ
ベ
リ

ア
抑
留
絵
画
・
慰
霊
墓
参
写
真
展
」
が
最
初
の
出
会
い
で
し
た
。

物
腰
の
柔
ら
か
な
誠
実
な
お
方
と
の
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
愛

媛
シ
ベ
リ
ア
を
語
る
会
（
仮
称
）
が
あ
る
こ
と
を
お
聞
き
し
、

山
本
会
長
さ
ん
の
お
人
柄
に
魅
か
れ
て
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
次
第
で
す
。

本
年
四
月
に
は
慰
霊
祭
に
参
列
、
シ
ベ
リ
ア
を
語
る
会
の
設

立
総
会
に
出
席
し
、
会
長
さ
ん
は
じ
め
諸
先
輩
の
お
話
を
お
聞

き
し
、
酷
寒
の
シ
ベ
リ
ア
で
帰
国
の
夢
叶
わ
ず
散
っ
た
同
胞
の

こ
と
を
思
い
起
こ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
感
謝
と
申
し
訳
な
い
と

い
う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

山
本
さ
ん
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
積
極
的
な
取
り
組
み
と
寝

食
を
忘
れ
て
の
行
動
力
に
は
敬
服
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

私
も
微
力
で
す
が
、
少
し
で
も
お
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

（
愛
媛
県
　
高
岡
功
武
）




